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眼圧測定は、緑内障診療をはじめ眼科診療全般で日常的に行われる重要な検査です。
今回、第80回日本臨床眼科学会共催セミナーにおいて、リバウンドトノメーター（RT）をテー
マに、RTによる眼圧測定の現在地と今後の可能性について議論する機会をいただきました。

RTは、これまで携帯型眼圧計として広く認知されてきましたが、近年、その役割は家庭
用の眼圧測定やスリットランプ下での測定へと広がりつつあります。本セミナーでは、 
まず生杉より、IC100/IC200などの携帯型機器に加え、主治医の同意のもと患者さんご 
自身が購入またはレンタルして利用できる家庭用眼圧計アイケアHOME2を含め、RTの 
現状を概説いたします。続いて冨田先生には、スリットランプ下での眼圧測定を可能にする
ST500の特徴と今後期待される展開についてご講演いただきます。さらに谷戸先生には、
家庭用眼圧計の臨床的意義と実際の活用法についてお話しいただきます。

講演後には、会場の先生方と演者によるディスカッションの時間を設ける予定です。 
本セミナーが、日常診療における眼圧測定を改めて見直す一助となれば幸いです。

のリバウンドトノメーター


